










要約:マススクリーニングで発見された神経芽腫症例は治療法にかかわらずその大部分は

予後良好であり手術は縮小傾向へ,化学療法は軽度に施行するが,早期症例には無施行の選

択が増えてきている。数少ない死亡症例の半数以上は治療関連死であり,進行症例に対す

る予後因子に基づいた適格な治療法の選択が望まれている。また,最近,無治療経過観察の

報告もあり,その大部分は良好な経過をたどっている。それらのデーターの集計によりマ

ススクリーニングで発見された神経芽腫の真の病態を把握する必要がある。


